
 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年の国内新築鶏舎は、鳥インフルエンザ対

策や、温度や照明などの環境制御のしやすさな

どのメリットから、ウインドレス構造が主流と

なっています。 

一方、開放鶏舎で肉用鶏を生産してきた生産

者が、ウインドレス鶏舎を使いこなすことは難

しく、生産性阻害を引き起こす可能性もありま

す。 

さらに、人工照明が含まない紫外線がない影響

は、十分に評価されていません。 

 

 

紫外線は、波長が長い順に、UVA、UVB、

UVCに分類され、地表に到達する紫外線のほ

とんどをUVAが占めています。 

紫外線には、ビタミン Dの合成促進機能や、

病原性微生物への殺菌効果などがあります。 

 

 

 

徳島大学の研究では、「紫外線は高病原性鳥

インフルエンザウイルスを含む A型インフルエ

ンザウイルスを不活化する」と報告していま

す。 

 

 

 



ウインドレス鶏舎内に紫外線照射を行うこと

で、鶏の正常な行動や生育を促し、アニマルウ

ェルフェアの向上や優れた生産性が期待できま

す。 

さらに、紫外線の殺菌効果が、鶏舎内微生物

に有効であるならば、鶏舎内の衛生的な環境を

維持することができます。 

 

 

日本フネン株式会社と徳島大学と連携し、次

世代 LEDによる光環境制御を取り入れた新し

い養鶏スタイルを確立することを目的として、

研究を開始しました。 

今回は、畜産研究課で行ったブロイラーの生

産性に関する内容について報告します。 

 

 

 

試験１では、常時UVA照射がブロイラーに

及ぼす影響を調査しました。 

 

 

 

 

 

 

飼養条件は、左スライドのとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 



 

照明プログラムは、左スライドのとおりで

す。 

試験区は、初生から出荷時まで２４時間

UVA-LEDを常時照射しました。 

 

 

 

 

写真は、試験区の部屋を示しており、左側が

白色 LEDで、右側が青色 LEDです。 

左下の電球は、UVA-LEDを拡大したもの

で、ヒトの目には、青色に光っているのがわか

りますが、UVA-LEDだけではほぼ周りをみる

ことはできないため、普通の照明（青白

LED）も点灯しました。 

 

 

１日１羽あたりの飼料摂取量を示したグラフ

です。 

前半は同程度に推移していますが、５週齢と

６週齢では試験区が少ない傾向になりました。 

 

 

 

 

１羽あたりの平均体重（左）と１日に何グラ

ム増加するかを表した日増体量（右）を示した

グラフです。 

平均体重は、対照区と比較して試験区が、わ

ずかに軽くなりました。 

日増体量は、５週齢から６週齢にかけて、試

験区が低下する傾向にありました。 

 

 

 



 

出荷時育成成績を示した表です。 

生産性を示す指標である PS（プロダクショ

ンスコア）は、対照区と比較して、試験区は 16

ポイント低い 528となりました。 

 

 

 

 

 

試験１の結果より、常時UVA照射は、ブロ

イラーの５週齢以降の生産性を低下させる可能

性が示唆されました。 

 

 

 

 

 

鶏の視覚は、ヒトには見ることができない紫

外線の光波長を感受して、利用していることが

報告されています。 

 

＜参考＞ 

鶏の視覚は、紫外線の 320nmまでの波長を透

過して網膜に届けることができる 

ヒトは、360～400nm付近 

 

当課では、半日青色照明下でブロイラーを飼

育すると、ストレス行動を誘導する副腎皮質刺

激ホルモン放出因子（CRF）の生成を抑制し、

増体に関与していることを明らかにしました。 

これらのことから、一定の光の波長が、鶏の

内分泌機能や増体性に関与していることを示し

ています。 

 

 



 

本研究の試験１においても、ブロイラーが

UVAを光波長として感受して「明るさ」として

認識し、生産性に影響を及ぼしたと推察されま

す。 

 

 

 

 

当課の先行研究では、育成時期に応じて鶏舎

内を段階的に明るくすることにより、ブロイラ

ーの生産性が向上することを報告し、特許を取

得しています。 

試験１より、鶏の視覚が、紫外線を明るさとし

て感受することが推察されたことから、紫外線

も含めて、鶏舎内を段階的に明るくすることに

より、生産性向上が期待できるのではないか 

と考えました。 

 

 

試験２は、育成後期 UVA照射がブロイラー

に及ぼす影響を調査しました。 

 

 

 

 

 

 

飼養条件は、左スライドのとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 



 

照明プログラムは、左スライドのとおりで

す。 

試験区は、３週齢から出荷時まで、３時から

２３時まで白色 LEDと同時にUVA-LEDを照

射しました。 

 

 

 

 

１日１羽あたりの飼料摂取量を示したグラフ

です。 

３週齢から６週齢まで同程度で推移しまし

た。試験１において、５週齢と６週齢で低下し

ていた試験区の摂取量が、試験２では改善しま

した。 

 

 

平均体重（左）と日増体量（右）を示したグ

ラフです。 

平均体重は、３週齢から６週齢まで両区とも

同程度で推移しました。 

日増体量は、試験１で試験区が低下していた

のに対し、試験２では対照区と比較して、なだ

らかな低下を示しました。 

 

 

出荷時育成成績を示した表です。 

対照区と比較して、試験区が、すべての項目

で高い値となりました。しかし、有意な差はあ

りませんでした。 

PSでは、試験区が 32ポイント高くなりまし

た。 

 

 

 



 

育成後期UVA照射では、５週齢以降の飼料

摂取量、日増体量の推移からいわゆる「食い止

まり」が改善し、出荷時育成成績が総合的に向

上する傾向がみられました。 

 

 

 

 

 

以上より、ウインドレス鶏舎において、育成

後期の UVA照射は、ブロイラーの生産性を向

上させる可能性が示唆されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


